
2018年度　大学院授業評価アンケート

生活科学研究科

履修者 31

回答者 22

回答率 71.0%

◆授業評価アンケート

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまりそう思わない 全くそう思わない

１．履修計画の立案に際し、シラバスは有効であっ
た。 18.2% 59.1% 22.7% 0.0% 0.0%

２．授業は、シラバス通りに行われた。
18.2% 36.4% 45.5% 0.0% 0.0%

３．授業の内容を、理解することができた。
63.6% 36.4% 0.0% 0.0% 0.0%

４．授業の内容に、興味・関心を持つことができ
た。 81.8% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0%

５．授業では、新しい知識や技術が習得できた。
81.8% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0%

６．授業は、研究の遂行に役立つ内容であった。
77.3% 22.7% 0.0% 0.0% 0.0%

７．教員と学生とのコミュニケーションは円滑で
あった。 77.3% 22.7% 0.0% 0.0% 0.0%

８．授業・指導は、満足できる内容であった。
86.4% 13.6% 0.0% 0.0% 0.0%

９．授業には、意欲的・積極的に参加した。
63.6% 31.8% 4.5% 0.0% 0.0%

10．院生研究室、研究設備等の環境は、十分に整備
されていた。 77.3% 13.6% 9.1% 0.0% 0.0%

◆授業改善に関する報告

◆意見や要望（研究環境を含む）
学びの環境を整えて下さり、大変感謝しております。
やりたい研究が多く、調べなくてはいけない事、読まなくてはいけないものが多すぎて3年で終わるのか心配ですが、出来る限り、頑張っていきたいと思ってい
ます。

授業の内容について、おおむね満足されているようで良かったです。一方、シラバスが有効でないことが多いようですが、シラバスを実体に合わせるように注意
していきます。


